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子ども部会の報告 
（平成 29 年 10 月～平成 30 年 2 月） 

 

１ 開催日・内容（毎月第３木曜日 9:30～） 

回 開催日 内容 

第７回 10 月 19 日 ・交流会（10 月 13 日実施）の振り返り 

・春育ガイドブックの校正について（最終確認） 

・春育フェアの広報について 

第８回 11 月 16 日 ・児童発達支援センターを中心とした体制づくりに向けて、子ども部会と

して振り返り、求められているものを検討 

・春育フェアの確認 

第９回 １月 18 日 ・春育フェアの振り返り 

・児童発達支援センターを中心とした体制づくりに向けて、子ども部会と

して振り返り、求められているものを検討 

第 10 回 ２月 15 日 ・児童発達支援センターを中心とした体制づくりに向けて、子ども部会と

して振り返り、求められているものをまとめる 

・今年度の活動の振り返り、来年度の取り組みについて 

２ 主な取り組み内容 

(1) 交流会について 

事業所同士の顔の見える関係作りを目的として、平成 29 年 10 月 13 日に実施しました。 

34 事業所 53 名の方に参加していただき、今回はテーマごとに、それぞれのグループで

話し合いをしました。アンケート結果からも「よかった」という声が多く、時間をしっか

りとったことで他事業所と意見交換ができた様子でした。 

交流会自体のニーズはあるため、事業所の声を聞きながら今後も継続できるような仕組

みづくりが必要だと感じています。 

 

(2) 春育ガイドブックの更新及び春育フェアについて 

「春育ＨＲＵＩＫＵ～発達が気になるお子さんの応援ガイドブック～」を更新しました。

（平成 29 年８月の情報）ガイドブックの項目や提供したい情報等を見直し、完成後、春日

井市のホームページに掲載しました。 

また、今年度は子ども部会が主催となり、平成 29 年 12 月 21 日に春育フェアを実施し

ました。来場者は 93 名（内保護者：74 名、保護者以外：19 名）で、就学前の児童の保護

者が多く、事業所が一堂に集まるので一度に情報が得られる良い機会になったという意見

が多くありました。 

 

(3) 児童発達支援センターを中心とした体制づくりについて 

春日井市として「児童発達支援センター」が担う機能を検討し、具体化していくために

子どもが関わる機関と意見交換を行った上で、何を求められているのか話し合いをしまし

た。今後は、部会の中でさらに検討していく予定にしています。 


